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視点、文脈と指標性

一英語指示詞における聞き手への指標詞シフトの現象を中心にー*

i畢田淳

青山学院大学

This paper focus巴son the Eng1ish dista1 d巴monstrativesthat and there， which d巴ictical1yrefer to 
things or p1aces near the speak巴r.The choice of this and that (or here and therel is determined not 
only by purelyphysical or spatial factors but also by temporal， psychological， textual， and perceptual 
factors. 1 argue that thαt and there can refl巴ctthe sp巴aker'sperspective shift to the hearer; by taking 
the hearer's perspective， the speaker can strongly attract the hearer's attention to th巴thingor place. 
The data， on whiCh this paper focuses， sheds n巴wlight on‘indexical shifting' in the Kaplanian con-
text. 
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1. はじめに

一般に、 this/thatの二系列からなる英語指示詞において、話し手から近い対象は this、

遠い対象は thatで指すとされる。確かに次の例では、話し手であるホームズは、自身が

手にする(それゆえ、自身から物理的に近い)対象を、 thisを使って指示している。

(1り)

“ No. 羽r巾ha剖ta st紅rangeidea!'ラ門， 

“明Tell，look at this!" He took up a small saucer of milk which stood on the 

top of it. 

(Arthur Conan Doyle， 'The Adventure of the Speckled Band' p. 268) 

ところが、興味深いことに、次の例では、話し手であるホームズは、自身が手にする対

象(犯人決め手の証拠となる土のかたまり)を thisではなく thatで指示している。

*本稿は、 2012年度日本語用論学会第 15回大会で発表した内容に大幅な加筆・修正を施したも
のである。本稿を改訂するにあたり、 3名の査読者の方々から有益で建設的なコメントを頂いた。
深く感謝申し上げる次第である。
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(2) “But what fresh evidence cou1d you have got?" 

“Aha! It is not for nothing that 1 have tumed myself out of bed at the un-

time1y hour of six. 1 have put in two hours' hard work and covered at least 

five miles， with something to show for it. Look at that!" He held out his 

hand. On the palrn were three little pyramids of black， doughy clay. (，これを

見てくれたまえ」といって彼は片手をひろげてみせた。手のひらにはピラミッド型の小

さな土のかたまりが三つのっていた。) (Arthur Conan Doyle，‘The Adventure of 

the Three Students' p. 604) 

(2)におけるような話し手から物理的に近い対象が遠称thatで指示される予想外の運

用の背景には、どのような意味論的・語用論的要因が関与しているのであろうか。

英語の指示詞研究は、R.Lakoff (1974)による先駆的な研究以降、研究が進められて

きたが、日本語の指示詞研究と比べると記述的にも理論的にも充分に成熟した段階にある

とはいえない。空間的に話し手の近くにある対象を遠称指示詞で指示する現象について

も、一部の研究でその存在は指摘されているが、lその運用メカニズムの解明には至ってお

らず、多くの謎に包まれている。本稿では、英語の遠称指示詞における予想外の現象に焦

点を当て、その現象の背後にある語用論的なメカニズムを探る。

さらに問題の遠称指示詞のデータは、近年の';j:旨標詞J (indexica1s ) 2の語用論研究で理

論的焦点のーっとなっている「指標詞シフトJ (indexica1 shifting) (Schlenker 2003等)

の観点から捉えた場合、理論的に極めて重要なデータともなり得る。本稿では、指標詞研

究に対して、問題のデータが示す理論的な意義についても触れる。

2. 二種の直示システム

本稿では、指示詞this/that(および、場所指示詞here/there)の直示用法(現場指示用

法)には「距離指向システムJ (distance-oriented system) と「人称指向システムJ (per-

son-oriented system) という二種の直示システム (Andersonand Keenan 1985: 282)が

1話し手の近くにある対象がthatで指示できる点を指摘した研究として、 Fillmore(1971， 1975， 

1982， 1997)、国広(1985)、千葉・杉村 (1987)、竹田(1994)、Cheshire(1996)、新村 (2006)、

Imai (2009)、新村・単・鄭・ハヤシ (2011)等がある。これらの研究では、漫画等の実例を含む興

味深いデータが提示されており、データ面で参考になる部分が多いので合わせて参照されたい。本

稿では、筆者が収集した映画、小説、漫画からの実例データを中心に考察するが、これらの先行研

究で提示されているデータも一部参考事例として言及する。

2指標詞は、「指示詞J (demonstratives) (=指差しを伴う指示詞)と「純粋指標詞J (pur巴indexi-

ca1s) (=指差しを伴わない指示詞、人称代名詞、時間的指示詞 (nowなど))の総称である (Kap1an

1989参照)。
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関与すると想定する。距離指向システムの下では、 this/thatは、話し手から対象までの距

離が近いか遠いかという、話し手からの(空間的・時間的・心理的な)距離区分を反映す

る。このシステムにおいては、聞き手が現れてもよいが、その場合、開き手は、話し手と

同じ立場にたち、話し手領域に抱合される(いわゆる「融合型J)。一方、人称指向システ

ムの下では、 this/thatは対象が話し手領域にあるか聞き手領域にあるかという人称区分を

反映する(いわゆる「対立型J)。英語は、聞き手領域を印づける中称の指示詞を持たない

ため、人称指向システムは日本語ほど明瞭ではないが、図 1の例が示すように、聞き手

がいない時にはthisで指示される対象(すなわち、話し手からごく近距離にある対象)で

も、聞き手が触れるなど聞き手のコントロール下にある場合には、その対象は話し手の領

域外の対象とみなされ、遠称thatが使われ得る。この時、 thatは三次的・疑似由に聞き

手領域指示のマーカーとして機能する。

カッコI!.l~'>a機ね これはただのお緩じゃないよ砂.

33綴のお淡なんだ

図1 人称区分を反映する this/that(rSNOOPY ⑤いつで、もいっしょだよ~ p. 85) 

3. 多様な意味論的・語用論的要因を背景とする thatの諸用法

話し手の近くにある対象を thatで指示するデータを注意深く観察してみると、そこに

は質的に異なる幾つかの用法が想定できる。これらの個々の用法の存在は、これまでの研

究の記述やデータからも部分的に窺い知ることができるが、英語指示詞の基本システム

(2節)と関連づけた用法の体系的な整理はこれまで充分になされてこなかったといえる。

本節では、物理的に話し手の近くにある対象を遠称thatで指示する場合、どのような用

法の可能性を視野に収めるべきかを整理し、従来不透明であった thatの予想外の現象の

内実を明らかにする。

3.1. ジェスチャー的対比用法

話し手の近くにある対象がthatで指示されている場合、その thatは「ジェスチャー的

対比用法J (gestur・alcontrastive use)である可能性がある。英語では、同じ程度の近距離

にある 2つの対象が順番に対比的に示される時、 (3)のように、両対象共に thisで示され
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ることもあるが、 (4)のように、後に示す対象はthatで遠隔化され得る03

(3) Do you want this one or this one? 

(4) I broke this tooth first and then that one next. 

(Fillmore 1982: 54) 

(Levinson 2004: 107) 

(4)のような this/thatの対比的な指示用法を、 Levinson(2004: 108)に倣い、「ジ、エス

チャー的対比用法」と呼ぶことにする。千葉・杉村(1987:139)が提示する次の漫画デー

タにおける this/thatもジェスチヤ}的対比用法といえる。

図2 ジ、エスチャー的対比用法(千葉・杉村 1987:139) 

3.2. 心理的距離用法

物理的に話し手の近くにある対象がthatで指示されている場合、そのthatは「心理的

距離用法J(Imai 2009: 155)である可能性もある。たとえば、話し手が聞き手からある

物を受け取り、聞き手にその代物が何かを問うとする。この場合、 What'sthis?と言うの

がデフォルトであるが、同じ場面でWhat'sthat?と言ったとすれば、話し手はその代物

に対して心理的な隔たりを置いている(嫌悪感を表出している)ことになる (Lyons

1981: 235、Huddlestonand Pullum 2002: 1505)。以下の漫画データも、指示対象に対

する嫌悪感の表出が読み取れ、 thatは心理的距離用法の可能性がある04

3 Imai (2009: 151)による 2つのコッフ。を使った英語母語話者に対する実験調査の結果によれば、

その際の指示の順はthis>thatであり、 that>thisの順はなかったという。この指示の順序制約は、

Cooper and Ross (1975: 67)が提示した 'MeFirstJの語順制約(例:here and there、thisand 

that、hitherand thither、comeand go、nowand then等)に沿うと考えられる。

4図4の2コマ目のLookat that， will you?のthatも注目される。このthatの指示対象は(この

コマの絵からは明確には判断しにくいが)話し手が手にする糸くず(凧の残骸)を指していると思わ

れ、 thatは「聞き手への視点移動用法」のthat(4.1節)と考えられる。
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図3 心理的距離用法のthat(~対訳よりぬきコボちゃん①~ p. 43) 

図4 心理的距離用法のthat(~SNOOPY①行くよ!今行くよ! ~ p. 17) 

図5 心理的距離用法のthat(~A Peanuts Book Featuring SNOOPY ①~ p. 23) 

ただし、話し手が近くにある対象に対して心理的な嫌悪感を抱いていれば、 thatの選択

が義務的となるというわけではない。このことは次のような実17肋ミらもわかる。

(5) ANN: 1 hate this nightgown. 1 hate all my nightgowns， and 1 hate all my un-

derwear too. (Roman Holiday， p. 22) 

3.3. 時間的距離用法

英語指示詞の選択は時間性にも影響される。 thisは、開始前の事象や進行中の事象を描

写する際に、 thatは、終了後の事象を描写する際に使われる。次の例では、これから缶切
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りの使い方を説明する場合には thisの使用が、缶切りの使い方を説明した後の場合には

thatの使用が適切となる (Quirket al. 1985: 374)。

(6) {This is /That's} how you do it. (Quirk et al. 1985: 374) 

次のthatも終了直後の事象を指示しており、「時間的距離用法」の出atである05

図6 時間的距離用法のthat(~A Peanuts Book Featuring SNOOPY ⑬~ p. 144) 

日本語の場合、終了直後の事象は、近称コ(現場指示用法)で表され、現場から完全に

切り離された段階ではじめて遠称ア(記憶指示用法)で指示できる。

時間的距離用法のthatは、話し手が手にする対象を指示する状況でも出現する。

図7 時間的距離用法のthat(新村2006:37) 

5本稿では、時間的距離用法のthatは、次のような長期記憶内の対象を指示する記憶指示用法(観

念指示用法)(r巴cognitiona1us巳)のthatとは区別されると想定しておく。

(i) Do you remember that ho1iday we spent in the rain in Devon? (Levinson 2004: 108) 
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新村 (2006)が提示する上の図7の漫画データでは、主人公のベテイが本を手にしなが

ら、その本を thatで指示しているが、これは、ここでの本が読み終えた対象として認識

されているからに他ならない(ここでの動詞の時制が過去形で表されている点も注目され

る) (新村2006:37参照)。話し手が手にする対象が出atで指示されている場合、このよ

うな時間的距離用法のthatの可能性もあるのである。

次の漫画データに出現する thatも時間的距離用法のthatとみなし得る。

図8 時間的距離用法のthat(W A Peanuts Book Featuring SNOOPY ⑪~ p. 138) 

3.4. 前方照応用法

英語では、談話に登場した既出の対象であれば、たとえその対象が眼前の現場にあって

も照応的に指示できる。すなわち、英語では、日本語のような「直示優先の原則J (金水

1999: 76)は認められない06次のthatは、直示と解せば現場内のネックレスを指してい

ることに、照応と解せば既出の名詞句を指していることになり暖昧である。

(7) A: Look at the neck1ace she's wearing. 

B: That's the one 1 gave her. (Huddleston and Pul1um 2002: 1506) 

話し手が手にする対象が談話上、既出の要素である場合、その対象を指示する thatは

「前方照応用法」である可能性もある。次の例では、話し手が手にする二ギニーの金貨(指

示対象)は既出の要素であるため、 thatは前方照応用法である可能性がある。

6英語と異なり、日本語では、現場内に存在する対象は、談話上、既出の要素であっても、基本的
に!照応ではなく直示で指し示すことが優先される(金水・田窪 1992、金水 1999)。
(i) A: あの建物は何ですか。

B: {あれ/*それ}は国会議事堂です。(金水・田窪 1992:145) 
井上 (2012・686)が指摘するように、日本語で現場にある対象を照応のソで言及できるのは、次
のように、話し手が現場指示を行うことを放棄する場合に限られる。

(ii) (A、Bから少し離れたところに肖像画がある)
A: あれはベートーヴェンだよね。

B: (あきれてため息をついて)それはモーツアルト。(井上2012:687) 
次も類例である(右下4コマ目の「それ」の使用に注目)。
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(8) “Two guineas!" roared Merry， shaking it at Silver.“That's your seven hundred 

thousand pounds， is it? (…)" (，二ギニーだとよ」とメリーは怒鳴り、その金貨をシル

ヴァーの鼻先でふりまわした。「これがてめえの約束した七十万ポンドなのか。(略)J) 

(Robert Louis Stevenson， Treasure Island， p. 181) 

次のthatもtheweird creatureに置換可能であり、前方照応用法である可能性がある。

三日笠:5州号紛TI-lERSPlKをj
M'(FAVO夜1τ1:6発。市飲ま
GQODOピWOND在来FUtSPlKE

/q-7 

図9 前方照応用法の可能性のthat(W A Peanuts Book F印刷ringSNOOPY ⑮~ pp. 90 

91) 

3.5. ジェスチャー的対比用法、心理的距離用法、時間的距離用法と距離指向システム

このように、話し手の近くにある対象を指すthatには、様々な意味論的・語用論的要

因を背景とした用法がある。7このうち、ジェスチャー的対比用法、心理的距離用法、時

① ③ 

④ 

図i (，ののちゃんJ W朝日新聞~2014 年 3 月 26 日、朝刊)

この種の照応のソは、近藤 (2000:544)のいう「打ち消し的問答における「それJJの形で現れる

特徴を持っており、「それ」が指すのは、眼前の事物(名詞要素)ではなく、補丈(準体)構造として

加工された相手の発話である。

7ただし、複数の要因(後でとりあげる「聞き手への視点移動」も含む)が競合した場合、どの要
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間的距離用法は、指示対象が言語文脈とは独立に存在することから、照応ではなく直示

(拡張的な直示)とみなし得る。ここで重要なことは、これらの直示用法が基盤とするの

は、人称指向システムではなく距離指向システムであるという点である。これらの直示用

法は、話し手から対象までの(心理的・時間的・談話的な)遠隔的距離意識が反映されて

おり、聞き手を意識しない内言や独自の中でも現れるからである。

上のthatの4つの用法は、日本語と異なり、英語では、指示調選択において、心理的・

時間的・談話的な要因が物理的要因に優先され得ることを示す点でも興味深い。

3ふ さらなる直示用法の存在

以上の用法の整理を踏まえて、再度 (2)のthatを分析してみると、この thatは上のい

ずれの用法にも分類できないことがわかる。ここでのthatの指示対象は、 thisとの対比に

よって示された対象でも、話し手が嫌悪感を示す対象でもなく、また、時間的に遠隔化さ

れた(何かを終えた後の)対象でも、談話上、既出の要素でもないからである。上で整理

したいずれの用法にも収まらない例をさらに幾っか挙げてみよう。

次は、映画 Charadeからの例である。アメリカ大使館の事務官であるパーソロミュー

が、夫チャールズの横領事件に巻き込まれた未亡人レジーに、一枚の写真を見せる。話し

手のパーソロミューは、自身が手にする写真を thatで指示している。

(9) BARTHOLOMEW: Mrs. Lampert， would you look at that photograph加 d

tell me if you recognize anyone please? Just a moment， have a good look. 

(，ランパートさん、では、この写真を見て見覚えのある人がいたら教えてください、い

いですね?ちょっと待ってください。[虫眼鏡を渡して]よく見てoJ

[thatの発話は、下の映像と対応]

REGGIE: It's Charles! (Charade， p. 54) 

図10 映画 Charadeにおける thatの発話映像

次は、小説TreasureIslandにある一節である。話し手のシルパ}が、聞き手のジム

因がthatの解釈として優先されるのかについては、現時点では不明で、ある。
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に、護身用のピストルを手渡す直前の発話内でthatが出現している。

(10) “Jim，" he whispered，“take that， and stand by for trouble." 

And he passed me a double-barrelled pistol. 

(Robert Louis Stevenson， Treasure Island， p. 181) 

では、これらの例において、 thatが出現している理由はどのように考えればよいであろ

うか。説明法の 1っとして、問題の対象は聞き手に差し出されていることから、既に対

象は聞き手の支配領域に入っているものとみなされ、 thatが使われているのだという説明

法が考えられる。この説明法によれば、問題のthatは「聞き手領域指示用法」のthatであ

り、人称指向システム(対立型)の構図通りの運用であることになる。

しかし、この説明法には幾つかの本質的難点がある。 1つは、 thatの発話時点では、指

示対象は未だ話し手の手にあるという事実である。話し手が手にしている以上、対象は未

だ話し手の支配領域内にあると捉えるのが自然であろう(日本語でも、 (9)、(10)の例の

状況では、聞き手領域指示用法のソは使えない)。

上記の説明法のもう 1つの、そして最大の難点は、聞き手に対象が渡らない場合でも

thatが使われ得る事実に対して、自然な説明ができないという点である。 (2)はまさにそ

の例である。さらに例を追加しよう(以下の thatも、上で整理したいずれの用法にも該当

しない点を確認されたい)。次は、探偵シャムロック・ジョーンズとその友人ホワッツア

プとの対話例である。ジョーンズは、今朝妻が自分の指に巻いた細紐の謎を解こうとして

おり、その細紐を thatで指示している(なお、 2番目の破線部で示された thatについて

は、 thatknotを先行司とする前方照応用法の可能性もある)。

(け11り)

6“‘Iti臼squit印es幻impμleピ，;，， hes同aidラholdingup his finger.“You see that knot? That 

is to prevent my forgetting. It is， therefore， a forget-me-knot. A forget-me-

not is a flower. It was a sack of flour that 1 was to send home!" (，このノット

(結び目)がわかるかねっこれは忘れ物防止のためだ。(略)J) 

(0. He町y，'The Adventures of Sharnrock Jones' Sixes and Sevens， pp. 205 

206) 

次は映画 CitizenKaneからの例である。ケーンは、スーザンに向けて、両耳を同時に

動かすおどけた動作をし、自身のその動作を thatで描写している。

(12) KANE: Look at me. See that? 

SUSAN: What are you doing? 

KANE: I'm wiggling both my ears at the sam巴time，yeah? 
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(Citizen Kane， p. 130) 

次は、映画RomanHolidayからの例である。ポーカーの賭けに勝ったアーヴイングが

賭け金(紙幣)を自分の懐へとかき集めながら、それらの金を血atで指示している。

(13) IRVING: Look at that， six thousand， five hundred. Not bad， that's ten 

bucks. Ah， one more round and I'm gonna白rowyou gents right out in the 

snow. (こいつを見てみろ、 6000と500か。(略))

ALL: Sa子Waita minute... (Roman Holiday， p. 36) 

次は漫画 rコボちゃん.!l(対訳版)からの例である。母親は、やけどした子供の足を水で

冷やしており、自身のその動作を thatで指示している(右上3コマ目参照)。

アデ叩盟 もう

もも、tI'レ器
だもUょう車道?

普宅ー

可Fぐ 曹司'由

京守

むや唾量 奪悲軍記

..-く
oψしτ

もっと

もラと

91'-
宮、一

図 11 (11対訳よりぬきコボちゃん①.!lp. 126) 

最後は、映画TheWondeゆtl防zardolOzからの例である。魔女が離れた場所にある

大きな砂時計を取りに行き、その場所から砂時計の残り時間を少女ドロシーに見せる場面

である。魔女は、手にした砂時計を白atで指示している。

(14) The Wicked Witch moves toward a big hourglass. [左下の映像と対応]

She picks up the hourglass， turning it upside down and pointing to it. 

WICKED WITCH: Do you see that? That's how much longer you've got 

to be alive. And it isn't long， my pretty! [白atの発話は、右下の映像と対応】

(The WondeポtlWizard olOz， p. 132) 



12 語用論研究第 15号

> 

図12 映画TheWondeポUWizard olOzにおける対応映像

これまでに挙げたいずれの例でも、指示対象は聞き手には渡っていない。最後の例に

至っては、魔女は、聞き手(ドロシー)から 10メートル近く離れた場所で砂時計を示し

ており、対象が聞き手の支配領域内にあると考えることは極めて困難である。

4. 聞き手への視点移動の原則

4.1. 指示調thatにおける聞き手への視点移動

ダイクシス表現をはじめ様々な言語現象において、「ネ見点」は重要な役割を果たす。こ

こでいう視点とは、事物や事象を描写する際の話し手の空間的・時間的・心理的な位置

(すなわち、視座)のことである。理論言語学(文法理論)において視点の概念が本格的に

導入されるのは 1970年代頃からであり、文法現象を意味論・語用論を通して説明する生

成意味論の立場(ないしは、 Chomskyの主流生成文法に与しない立場)の研究に、視点

に基づく先駆的な分析が見られる(津田(印刷中/2014)参照)。

視点が話し手の側にあるか、聞き手の側にあるかの違いが語葉選択のー要因となる現象

がある。一例として、代名調/再帰代名詞の選択を見てみよう。一般に、統語的な束縛領

域を仮定する分析では、代名調と異なり、再帰代名調は先行調を自身の束縛領域内に持た

ねばならず、また、再帰代名詞と代名詞は相補分布をなすとされる。しかし、 picture、

photograph等の「絵画名詞J (picture noun)の補部となる前置詞句内では、代名詞、再帰

代名詞の両形が現れ得ることが知られている。次の例では、再帰代名詞を構成素統御する

先行詞が存在しないが、 yo町 selfも適格となる。

(15) Mary drew血atpic回reof {you/yourself}. (Cantra11 1969: 80) 

ここでは、指示調thatの使用から、話し手のみならず聞き手も絵を見ている。絵のモ

デルが聞き手であると意識しているのが話し手である場合にはyouが選択され、絵のモ

デルは自分だと聞き手が意識している(と話し手が想定している)場合にはyourselfが選
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択される08視点は、代名詞youが選択された場合には話し手にあり、再帰代名詞your-

selfが選択された場合には聞き手の側に移動している (Cantrall1969)。

話し手視点か聞き手視点かの違いは、直示動詞come/go(bring/take)の選択にも反映

され得る (Fi1lmore1975、津田 2013)。次の例でgoは話し手視点、 comeは聞き手視点

を表す(この例において、話し手は発話時に聞き手の家(到着地)にいないものと想定す

る)。

(16) 1 {went/came over} to your place last night， but you weren't home. 

(cf. Fi11more 1975: 60， 1997: 90) 

直示的な空間表現 (infront of/behind等)の選択にも、同様の視点の違いが関与し得

る。次は、隠れん坊で隠れている話し手が、鬼である聞き手にヒントを与える時の言い方

である。話し手は自身の視点からすれば「木の前」にいるが、聞き手の視点に立つことで

「木の後ろ」と表現している (Gmndy2008)09

(17) Behind the tree. (Grundy 2008: 34) 

このような視点の違いは、 this/thatの選択にも反映され得る(後でみる Fi11more

1975、1997の分析、及び国広 1985も参照)。本稿では、 (2)及び3.6節で挙げた thatは

全て聞き手視点を反映したものと分析する。話し手視点から捉えた場合には、話し手自身

が手にする対象はthisで指示されてしかるべき対象であるが、聞き手視点から捉えた場

合にはその対象は白atで指示される(すなわち、相手からすれば対象はthatで指示され

る領域にある)ことになるのである(以下、「聞き手への視点移動用法」のthatと呼ぶ)。

ここで、 (2)及び3.6節で挙げた例で、 thatが生起している構文パターンを示すと、

Look at that!、Wouldyou look at that NP?、takethat、Yousee that NP?、Seethat?、

Look at that、1sthat enough?、Doyou see that?となる。ここから、以下のような特

徴・傾向が指摘できる。第 lに、 thatは、命令、依頼、確認といった「聞き手との相互行

為」を前提とする聞き手指向的な発話の中で現れている。第2に、 thatを含む発話文にお

8次のplctureは、不定冠詞で導入されていることから、聞き手にとって不定である。聞き手が絵
を見ていない状況では、絵画名詞の後でも再帰代名詞yourselfは不適格となる。
(i) Mary is drawing a picture of {you/*yourself}. (Cantrall 1969: 80) 
9テンスの選択にも、話し手視点か聞き手視点かの違いが反映される場合がある。
(i) 1 hope you {have/had} a good vacation. (Fillmore 1975: 84， 1997: 122) 
今、書き手が手紙を読み手が休暇に入る前に書いており、その手紙は読み手が休暇を終えた頃に
届くとする。現在形で書いた場合、書き手は自分が手紙を書いている時点に視点を置いていること
になるが、過去形で書いたならば、相手が手紙を読んでいる時点に視点移動させたことになる (Fill-
more 1975: 84， 1997: 122)。
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ける主体(知覚主体)は聞き手である。第3に、聞き手は、話し手と現場(ないしは、直

示空間)を共有しており、話し手が提示する対象を知覚できる位置にある。以上のような

特徴・傾向を踏まえ、本稿では、次の原則を提示する。

(18) ，-聞き手への視点移動の原則J 現場を共有している聞き手に向けた聞き手指

向的な発話においては、話し手は、自身が手にする対象であっても、聞き手の

視点に立った遠称指示詞によって指示することができる。

ただし、聞き手指向的な発話内では遠称指示詞の使用が義務的となるわけではない。

(1)では、 (2)と異なり、近称thisが使われており、話し手視点が保持されている。話し

手視点を保持した thisを使うか、聞き手視点に立った thatを使うかは、ある程度、話し

手の裁量に委ねられている。

視点の観点から、さらに次の例を考えてみよう。

(19) (洋服売り場で、話し手が自身のすぐそばにあるジャケットを指して)

How about {this/that} one? (Huddleston and Pullum 2002: 1505) 

Huddleston and Pullum (2002: 1505)によれば、洋服を買おうとしているのが話し手

の場合にはthisの使用が、それが聞き手の場合にはthatの使用が好まれるという。この

説明に沿えば、 thisの例は、当該の服が自分に似合うかどうかを聞き手に尋ねている発

話、 thatの例は、間接言語行為的に当該の服を聞き手に勧めている発話として解釈されや

すいことになる。視点に基づく本稿の分析に従うならば、 thisの例は話し手視点、 thatの

例は聞き手視点の発話ということになるが、上のthatの例が聞き手への勧めと解釈され

やすいのは、それが聞き手の視点に立った発話だからであろう。

同様に、 Fi1lmore( 1975: 84)は、次の例のthatは、聞き手の視点に立った言い方であ

るように感じられるとする。筆者の知る限り、話し手の近くにある対象を指示する that

に聞き手への視点移動が関与し得ることを指摘したのは、 Fi1lmoreが最初である(ただ

し、その出現環境や使用動機などを含めた詳しい考察はなされていなしミ)。

(20) (患者が痛む歯を自分で指差し、医者にそれを伝える場面)

It's {this/that} one. (Fillmore 1975: 84， 1997: 123) 

本稿では、さらに、聞き手への視点移動用法のthatは、人称指向システムを基盤とす

る特殊用法であり、距離区分ではなく人称区分が関与した用法であるとみなす。距離指向

システムではなく、人称指向システムを基盤とするとみなす根拠として、この用法のthat

が聞き手を意識しない内言や独自の発話の中では現れず、聞き手との対話状況でのみ現れ

る事実が挙げられる。この点、距離指向システムを基盤とするジ、エスチャー的対比用法、

心理的距離用法、時間的距離用法のthatと重要な相違をなす。
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日本語指示詞は人称指向システムを持つが、話し手領域の対象を(聞き手に視点移動し

て)ソで指すことはできない。日本語指示詞は、聞き手領域を専用的に指示する中称の指

示詞を持っており、その分、英語指示詞に比べ、人称と語形の対応関係がより明瞭である

(話し手領域=コ、聞き手領域=ソ)0 このことが、日本語において、話し手領域の対象を

ソで指すといった「柔軟」な運用が阻害される一因となっている。

4.2. 場所指示調thereにおける聞き手への視点移動

「聞き手への視点移動の原則」は、場所指示調thereの興味深いデータをも自然に説明

する。次は、映画RomanHolidayの一場面である。10滞在先の宮廷を抜け出したアン王

女は、街角のとある美容院に入る。 (21)は、髪をどの長さまで切るかについての理髪師

マリオとアン王女の問答場面である。

(21) MARIO: 羽Thata wonderful hair you have! Messa in piega? 

ANN: Just cut， thank you. 

He takes out his sissors and points to the bottom of her hair. 

MARIO: Just cut? Well， then... Cut so? 

ANN: Higher. 

He moves his hand father up her hair. 

MARIO: Higher? Here? 

ANN: More. 

時fARIO: Here! 

ANN: Even more. 

Mario is frustrated and drops An山 hair.

MARIO: Where? 

Ann grabs her hair right below her ears. (アンは耳の真下の髪をつかむ。)

ANN: There. (ここ。)

時fARIO: There. Are you sure， Miss? 

ANN: I'm quite sure， thank you. 

[ther巴の発話は、下の映像と対応]

(Roman Holiday， pp. 88-90) 

10これと同一箇所のthereが千葉・杉村(1987:121)でも取り上げられている(ただし、分析は
なされていなしミ。以下の分析は本稿の筆者による)。
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図 13 映画RomanHolid，のにおける thereの発話映像

注目すべきは、話し手アン王女は、自身の髪を掴みながら、その髪の位置を thereで指

示している点である。ここでの thereは、先行詞を持たないため、前方照応用法ではな

い。11また、ここでのthereは、次のような直示用法のther巴とも異なる。

(22) (状況 :B自身は、自分の肩には触れていない)

A (rubbing B's stiff shoulder): Where does it hurt? 

B: Right {there/*here}. (cf. Tanz 1980: 71) 

(22)では、話し手が物理的に近いはずの自身の肩を th巴reで指している。話し手の肩

は、今聞き手(医者)が触診によって触れている対象である。それゆえ、話し手は、自身

の患部を聞き手の領分とみなし、聞き手領域指示用法の thereを使っているのである。こ

の状況では、 hereは使えずthereのみが適格となる。ここから、「聞き手領域指示用法の

thereは、 hereに置き換えることはできない」という一般化が得られる。

では、再度、 (21)のthereを考えてみよう。アン王女が発した (21)の thereは、 here

に置き換えることができる。よって、上の一般化から、聞き手領域指示用法のthereでは

ないことになる。 (21)のthereの発話中に指示対象(髪)に触れているのは、聞き手マリ

オではなく、話し手アン王女である。すなわち、指示対象は、あくまで話し手が触れてい

る対象であり、話し手の領分(ないしは、支配領域)にあるのである。

では、なぜ、話し手アン王女は、自身が触れている対象の位置を thereで指示できるの

であろうか。ここでも、聞き手への視点移動が関係しているといえる。すなわち、話し手

アン王女の視点からすれば、自身が手に触れる対象の位置はhereで指示されてしかるべ

き場所であるが(実際、 hereでも適格となる)、聞き手マリオの視点から捉えた場合に

は、そこはthereで指示される場所といえるのである。実際、続く次の発話で、マリオ

は、アン王女が掴んでいる髪の位置を thereで指示している。

11次のther巴の指示対象は話し手が手にする白紙であるが、その対象は談話上、既出の要素でも

ある。ここでのthereは前方照応用法の可能性がある。
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以上の考察から、問題のthereが聞き手領域指示用法であるか、聞き手への視点移動用

法であるかの判別テストとして、次のテストが提出できる。

(23) 判別テスト: 聞き手領域指示用法のthereと異なり、聞き手への視点移動用

法のthereは、 hereに置き換えることができる。

この判別テストから、以下のthereは全て聞き手への視点移動用法の thereといえる。

(24) (話し手が地図上のある都市に指を当て、そこに聞き手の注意を向ける)

It's right {therelhere}. (Fillmore 1971: 224) 

(25) (話し手は自分の体の一部を指して、そこに聞き手の注意を向ける)

I've got a terrible pain just {therelhere}. 

(Huddleston and Pullum 2002: 1549) 

(26) (話し手は契約書の署名欄にベンを当て、聞き手に署名を促す=図 14)

Sign {therelhere} please. 

図 14 Sign there pleaseの発話状況12

(26)のthereは、指示対象である契約書が聞き手の手元にあるため、一見、聞き手領

域指示用法のthereであるかに見えるが、 hereに置き換え可能で、あるため、聞き手への視

12 

私すごい河川よ!刷、点
とれるって滋織しでた申にf

図ii r A Peanuts Book Featuring SNOOPY ⑬~ pp. 136-137) 
図のURL: http://www.fiickr.com/photos/femkepemkeI2894313051/in/photostream 
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点移動用法のthereと見なくてはならない。契約書の署名欄は、話し手がベンで触れてお

り、話し手の支配領域にあるのである。一方、聞き手の手元にある契約書とそこを指し示

す話し手のベン(指)との聞の距離が離れるに従い、聞き手領域指示用法の thereの解釈

が優勢となり、 thereのhereへの置き換えは難しくなっていく。

4.3. 聞き手への視点移動の動機

では、なぜ、話し手は、わざわざ聞き手の視点に立った指示を行うのであろうか。相手

の視点に立った指示は、明らかに有標であり、そうするだけの充分な動機が必要で、ある。

本稿では、聞き手の視点に立った指示を行う動機として次のものを考える。

(27) 話し手が聞き手の視点に立った指示を行う動機は、自身が触れている対象や場

所に対して、聞き手の「注意J (attention)を強く引く(または、対象や場所へ

の聞き手の「注意喚起」を強める)ことにある。

実際、 3.6節及び4.1、4.2節で提示したデータにおいて、 that/thereは、指示する対象

や場所への聞き手の「注意喚起」を強く意図したコンテクストで使用されている。それゆ

え、これらの例で指示されている対象や場所は、談話上、話し手のみならず、聞き手に

とって(重要な意味を持つ)注目すべき対象や場所として提示されている。

このように考えると、(筆者が収集したデータの範囲からではあるが)問題の遠称指示

詞が、聞き手を知覚主体とする知覚動詞(lookat、see)と共起する例が多い事実も自然

に説明される。聞き手からの見えを表す知覚動詞の使用は、指示対象への聞き手の注意喚

起を意図する問題の遠称指示詞の運用とよく調和するといえるからである。

ここで、聞き手の視点に立った指示を行う動機として、聞き手との共感や親密さの形成

(ポジティブ・ポライトネス)が考えられるのかについて考察してみたい。本稿では、 that

やthereの使用が結果的に聞き手との共感や親密さの醸成につながる可能性までは必ずし

も否定しないが、聞き手との共感や親密さの形成が聞き手への視点移動用法のthat/there

の積極的な使用動機であるとは考えない。たとえば、(14)で、魔女がthatを使った動機

が少女ドロシーとの共感や親密さの形成にあるとは考えにくい。

5. 指標詞シフトとモンスター

聞き手への視点移動を反映した問題の遠称指示詞のデータは、近年の指標詞研究で理論

的焦点のーっとなっている指標詞シフトの現象として捉えることができる。

Kaplan (1989: 511)は、自然言語には指標調においてシフト(視点移動)を引き起こ

すオベレーターは存在しないとし、そのような実在性を持たないオペレーターを「モンス

ター(怪物)J (monster) と呼んでいる。しかし、近年、幾つかの言語において、態度動
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詞(とりわけ sayにあたる発言動詞)の補丈内(間接話法)の環境で指標詞シフトの現象

が確認されている (Schlenker2003， Anand and Nevins 2004、Sudoand Shklovsky 

2013等)。たとえば、以下の例が示すように、ザザキ語(トルコ東部で話されているイラ

ン語群の言語)では、上記の環境内に限り、指標詞(ここでは、 1，here， yesterdayにあた

る語)の視点が主節の主体、場所、時点にシフトした解釈も許される(それゆえ、以下の

例は、シフトしない解釈とに潜在的に暖味となる)。この種の言語では、態度動詞(の補

文)がモンスターとなり得るのである (Schlenker2003)。13

(28) Htsenij (mIk-ra) va kt f.Zjlk dtwletia. 

Hesen.OBL (I.OBL-to) said出at1 rich. be-PRES 

'Hesen said that {I am/Hesen is} rich.' 

(29) Waxto kt ma Diyarbekir-de bime， Hεseni mi-ra va ks 0 ita ame 

When that we Diyarbekir-at were， Hesen.OBL me-at said that he here came 

dina. 

world 

‘When we were in Diyarbekir， Hasen told me he was born {here/in Diyarbe-

kir}.' 

(30) Hefte nayeraraver， Htseni mI:-ra va kt 0 vizeri R吋dapaci ktrd. 

week ago， Hesen.OBL me-at said thほheyesterday R吋dakiss did 

13指標詞シフトとよく似た現象に、「話者指示的代名詞J(，意識主体照応的代名詞J) (logophoric 
pronoun)の現象がある(この点については、査読者からのご指摘が有益であった)。話者指示的代
名詞とは、間接話法における元話者を指示する代名詞で、人称代名詞と形態、上区別される代名詞を

いう。たとえば、次のように、西アフリカのエウェ語には、話者指示的代名詞yとがあり、発言動詞
の補文内(間接話法)において、三人称代名詞eと対立をなす。(トa)のyeは主文主語Kofiと同一
指示をなすが、 (i-b)のeは主文主語Kofiを指すことはできず、 Kofi以外の他の人物を指すことに
なる (Cl巴ments1975)。
(i) a. Kofi be yふdzo.
Kofi say LOG同1eave
‘Kofi said that he (Kofi) 1eft.' 
b. Kofi b巴 e-dzo.
Kofi say 3sg-1eave 
‘Kofi said白athe/she (宇Kofi)left.' (Clements 1975: 142) 

類型論的に、話者指示的代名詞が最も出現しやすい環境は発言動詞の補文内であることが知られ
ているが、これは、指標詞シフトが認可される環境と似ている。それゆえ、人称代名詞の指標詞シ

フトとして報告されている現象は、話者指示的代名詞の現象である可能性も疑う必要があるが、上
でみたザザキ語に関する限り、場所指示詞や時間指示詞におけるシフトも認められることから、話

者指示的代名詞の現象とは区別される(もっとも、 (29)の場所指示詞itaに関しては、単純な談話直
示の可能性を別に疑う必要があるかもしれない)。
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‘A week ago， Hesen told me that he kissed Rojda {#yesterday/8 days ago}.' 

(Anand and Nevins 2004: 21) 

英語that/thereに見られる視点移動も指標詞シフトといえるが、この現象が重要な意味

を持ち得るのは、従来の主文主体(主文要素)へのシフトではなく、聞き手へのシフトで

ある点にある。ここから、態度動調とは全く別のモンスターの存在が仮定される。本稿で

は、聞き手指向的な発話(命令、依頼、等)では、 that/thereにおいて聞き手へのシフト

が可能となることを論じたが、聞き手へのシフトに限れば、言語によってはこの種の発話

機能がモンスターとなり得ることになる。14

6. おわりに

本稿では、話し手の近くにある対象や場所が聞き手への視点移動(指標詞シフト)によっ

て、遠称指示詞 that/thereで指示される現象を中心に考察をおこなった。今後、形式化を

施すことでthat/thereのシフトのメカニズムを一層明示化すると共に、英語以外の他の言

語の指示詞にも同様の現象が認められるのか調査する必要がある。

今後の考察課題として、さらに、聞き手の近くにある対象を近称thisで指す現象が挙

げられる。次は映画 TheSound of Musicの一場面であるが(同ーの箇所が千葉・杉村

(1987: 121)でも話題とされている)、話し手(大佐)は、自身からやや離れた位置にい

14日本語では、聞き手への指標詞シフトが一人称詞「僕」で確認される(例[幼い男の子に向かつ

て]僕、どうしたの?) (鈴木 1973、McCready2007、田窪2010、津田 2014など)0 I僕」におけ

るシフトも、聞き手指向的な発話で生じるといえる(ただし、子供相手の発話に限る)。指標詞では

ないが、「われ/おのれ/自分」などの再帰代名詞も、俗語的(方言的)な例では、「我はなにしとん

のじゃ」や「自分はどうすんのや」などのように、対称詞的に使える(田窪2010:283)。田窪

(2010)は、これらの語は「命令や依頼などの視点操作で聞き手の領域に転換すると開き手の領域で

解釈される J ((i)を参照)とし、聞き手指向的な発話環境の中で対称詞的に振る舞う点を指摘して

いる。

(i) 主張:ワレ(話し手領域)=話し手

命令・依頼:ワレ(聞き手領域)=聞き手 (田窪2010:283) 

また、 McCready(2007)では、英語のいわゆる「親心のweJ(paternal we) (weがyouの意味で

使われる現象)も指標詞シフト現象とみなし、「親心のweJは、典型的には疑問文の環境(聞き手指

向的な発話環境の一つ)で生じやすい点を指摘している(それゆえ、 McCready(2007)は、疑問文

が指標詞シフトを引き起こすモンスターとなり得るとする)。

(ii) a. We don't like our spinach. (first person p1ural we) 

b. Don't we like our spinach? (paternal we) (McCready 2007) 

親心の weが疑問文等の聞き手指向的な発話環境で現れるのはその通りであるが、私見では、親

心の W巴は、「聞き手包含的W巴J(inclusive we)を基盤にした用法であり、「僕」のような聞き手への

指標詞シフト現象とは異なる。
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る聞き手(マリア)が着ている服を thatではなく白isで指している(それゆえ、ここで

は、聞き手領域が話し手領域と対立した領域としては認識されていない)015 

(31) CAPTAIN: Hat…o旺. Sss…It's the dress. You'll have to put on another 

one before you meet the chi1dren. 

MARIA: But 1 don't have another one. When …when we enter the Abbeyラ

our world1y clothes are given to the poor. 

CAPTAIN: What about this one? [このthisの発話は下の映像と対応I
MARIA: Well， the poor didn't want this one. 

CAPTAIN: Hmm. (The Sound of Music， pp. 26-28) 

図15 映画 TheSound of Musicにおける thisの発話映像

このような thisによる柔軟な運用が排除されないのも、英語指示詞において、人称指

向システム(対立型)が二次的・擬似的なものだからであろう。

本稿で取り上げたような指示詞の現象は、発話内部の状況にまで意識的に注意を向けな

ければ見過ごされやすい現象であり、他言語における調査も進んでいない。本稿で取り上

げた現象をはじめとする指示詞の語用論研究は、まだ始まったばかりである。
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